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被
爆
六
十
年
目
と

な
る
０
５
年
の
夏
、
核

兵
器
廃
絶
、
戦
争
反

対
、
平
和
を
守
る
た
た
か
い
が
、

本
番
を
迎
え
て
い
る
。
五
月
一

日
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
「
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
行
動
」
に
は
、
高
知
県
か

ら
五
人
の
代
表
が
参
加
。
五
月

末
、
徳
島
か
ら
引
き
継
が
れ
た

平
和
行
進
は
高
知
市
網
の
目
行

進
を
は
じ
め
、
県
内
各
地
域
で

取
り
組
ま
れ
た
。
Ｎ
Ｌ
Ｐ
・
厚
木

基
地
機
能
移
転
を
許
す
な
６
・

１
９
岩
国
集
会
・
人
間
の
鎖
に

は
、
中
四
国
を
中
心
に
三
千
五

百
人
が
結
集
。
六
月
二
十
五
〜

二
十
六
日
、
高
松
市
の
原
水
爆

禁
止
四
国
大
会
に
は
四
五
〇
人
。

先
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
行
動
に
は
、
日
本
か
ら

も
多
く
の
青
年
が
参
加
を
す
る

な
ど
核
兵
器
廃
絶
の
運
動
が
新

た
な
高
揚
を
見
せ
て
い
る
。
今

年
の
春
、
大
学
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
松
繁
悦
子
さ
ん
が
、
四

月
か
ら
、
高
知
県
原
水
協
事
務

局
の
ニ
ュ
ー
フ
エ
イ
ス
と
し
て
、

前
述
の
す
べ
て
の
行
動
に
も
参

加
を
す
る
な
ど
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
活
躍
を
し
て
い
る
。
平
和

を
愛
す
る
中
高
齢
者
の
運
動
に

も
新
し
い
風
と
な
り
、
励
み
に

な
っ
て
い
る
。
被
爆
六
〇
年
の

節
目
の
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
八

月
の
広
島
・
長
崎
の
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
の
成
功
に
む
け
、

す
べ
て
の
組
合
か
ら
参
加
者
を

募
ろ
う
。（
樫
）

　
県
労
連
は
、
六
月
二
二
日

（
木
）、
高
知
労
働
局
で
の
第

一
回
高
知
最
低
賃
金
審
議
会
・

全
員
協
議
会
の
開
催
に
併
せ
、

〇
五
年
二
回
目
と
な
る
「
最

賃
デ
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
、
九
時
三
〇
分
か
ら
十

時
ま
で
、
高
知
労
働
局
前
の

東
西
道
路
沿
い
で
、
多
く
の

車
で
行
き
交
う
人
た
ち
に
、

「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

を
」
を
訴
え
る
プ
ラ
ス
タ
ー

宣
伝
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ

の
宣
伝
行
動
に
は
、
県･
高
教

組
、
県
国
公
、
自
治
労
連
、
福

祉
保
育
労
、
一
般
労
組
に
加

え
、
民
青
同
盟
の
仲
間
も
含

め
二
十
八
人
が
参
加
を
し
ま

し
た
。
十
三
枚
の
プ
ラ
ス

タ
ー
を
参
加
者
一
人
が
一
枚

づ
つ
持
っ
て
並
ん
だ
様
子
を

地
元
テ
レ
ビ
局
が
取
材
を
し
、

そ
の
日
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で

報
道
す
る
な
ど
、
県
労
連
の

「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

を
求
め
る
運
動
」
を
多
く
の

県
民
の
目
に
届
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
十
時
か
ら
開
か
れ
た
最
低

賃
金
審
議
会
・
全
員
協
議
会

で
は
、
県
労
連
の
樫
原
正
彦

書
記
長
と
草
野
耕
一
青
年
部

長
の
二
人
が
「
最
低
賃
金
の
大

幅
引
き
上
げ
」
を
求
め
る
意
見

陳
述
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
樫
原
書
記
長
は
、「
現
行
の

最
低
賃
金
は
フ
ル
タ
イ
ム
働

い
て
も
月
額
手
取
り
で
八
万

円
程
度
で
し
か
な
く
生
活
で

き
な
い
。
一
人
の
労
働
者
が
自

立
し
て
生
活
で
き
な
い
」
こ
と

を
強
く
指
摘
。
そ
の
上
で
、
最

低
賃
金
の
審
議
に
あ
た
っ
て

は
、
憲
法
二
十
五
条
、
最
低
賃

金
法
第
一
条
、
ま
た
、
労
働
基

準
法
第
一
条
の
原
点
に
立
ち

返
っ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要

と
強
く
訴
え
ま
し
た
。
県
労
連

は
時
間
額
千
円
以
上
、
日
額
七

千
四
百
円
以
上
、
月
額
十
五
万

円
以
上
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も

「
生
活
保
護
基
準
を
上
回
る

額
」
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
。

ま
た
、
昨
年
、
高
知
で
最
低
賃

金
が
、
据
え
置
か
れ
た
こ
と

に
対
し
、
抗
議
を
す
る
と
と

も
に
、
今
回
は
必
ず
、
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ･

改
善
を
行
な

う
こ
と
を
要
請
し
ま
た
。

　
草
野
青
年
部
長
は
、
今
年

二
月
、
県
労
連
青
年
部
の
最

低
賃
金
生
活
体
験
の
取
り
組

み
や
結
果
報
告
を
通
じ
て
、

最
低
賃
金
は
底
上
げ
を
お
こ

な
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
気
持
ち
が
さ
ら
に
強
く
な

り
ま
し
た
、
と
訴
え
ま
し
た
。

　
草
野
部
長
は
、
十
二
名
の

最
賃
生
活
体
験
者
の
ま
と
め

た
報
告
書
を
も
と
に
、
一
ケ

月
八
万
円
程
度
の
最
低
賃
金

で
は
、
と
て
も
生
活
で
き
な

い
と
い
う
事
実
を
告
発
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
最
低
賃
金

生
活
体
験
の
結
果
か
ら
、
少

な
く
と
も
、
時
間
額
で
三
百

お
ろ
し
て
い
る
。
ど
う
し
て

も
最
低
賃
金
の
底
上
げ
が
必

要
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
二
人
の
意
見
陳
述
後
に
、

審
議
会
の
田
村
裕
会
長
か
ら

委
員
全
員
に
質
問･

意
見
を
、

と
の
問
い
か
け
が
あ
り
、
労

働
者
委
員
の
一
人
か
ら
、
本

日
の
意
見
陳
述
は
、
今
後
の

審
議
で
の
「
あ
と
押
し
に

な
っ
た
、
激
励
に
な
っ
た
。」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

円
以
上
、
月
収
手
取

り
で
額
で
十
三
万
円

以
上
の
引
き
上
げ
が

必
要
と
強
調
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
多
く

の
青
年
労
働
者
は
、

低
賃
金
で
働
い
て
お

り
、
結
婚･

出
産
は

お
ろ
か
、
恋
愛
に
ま

で
も
足
を
踏
み
出
す

気
力
を
失
っ
て
い

る
。
最
低
賃
金
が
、

こ
こ
ま
で
深
い
根
を

　
県
労
連
は
昨

年
の
「
改
訂
」
で

一
円
も
引
き
上

げ
ら
れ
な
か
っ

た
全
国
三
県
の

な
か
に
入
っ
た

こ
と
を
重
視
し
、

地
方
議
会
か
ら

意
見
書
を
寄
せ

て
も
ら
う
取
り

組
み
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
六

月
二
八
日
現
在
、

大
野
見
村
、
日
高
村
、
本
山

町
、
大
方
町
、
越
知
町
、
東

洋
町
、
須
崎
市
の
五
議
会
か

ら
高
知
労
働
局
長
に
意
見

書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
メ
ー
デ
ー
で
パ
ソ

コ
ン
量
販
店
で
働
く
高
知
一

般
組
合
員
の
赤
木
君
は
「
週

十
六
時
間
、
月
間
労
働
日
数

が
十
二
日
程
度
、
月
四
万
円

の
生
活
」「
仕
事
量
を
増
や

せ
」
と
訴
え
て
、
メ
ー
デ
ー
参

加
者
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

０
５
春
闘
で
、
週
四
十
時
間
、

月
間
百
六
十
時
間
以
上
の
確

保
と
社
会
保
険
へ
の
加
入
、

時
間
賃
金
の
引
き
上
げ
を
要

求
し
交
渉
の
中
で
賃
金
改
善

も
含
め
見
事
認
め
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
、
同
じ
青
年

支
部
に
所
属
し
ラ
ー
メ
ン
チ

エ
ー
ン
で
パ
ー
ト
労
働
者
と

し
て
働
く
西
森
君
も
週
二

十
時
間
以
上
、
自
由
な
有
給

休
暇
の
取
得
を
要
求
し
、
こ

れ
も
認
め
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
雇
い

止
め
の
場
合
は
、
組
合
と
の

同
意
に
基
い
て
行
う
と
言

う
「
同
意
約
款
」
を
結
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
経

験
か
ら
、
改
善
す
る
意
思
と

行
動
力
が
あ
れ
ば
、
フ
リ
ー

タ
ー
で
も
労
働
組
合
に
加

入
し
て
要
求
を
出
し
交
渉

す
れ
ば
労
働
者
の
権
利
は

守
ら
れ
る
こ
と
を
未
組
織

の
青
年
労
働
者
に
知
ら
せ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。（
二
面
に
関
連
記
事
）

高
知
一
般

※
安
芸
市
は
趣
旨
採
択
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全労連パンフより

‐３‐
Ｑ
４
　
そ
も
そ
も
憲
法
っ

て
な
ん
で
す
か

Ａ
　
憲
法
は
政
府
を
し
ば
り
、

国
民
を
守
る
お
お
も
と
で
す

　
憲
法
は
「
戦
争
を
す
る
な
」

「
国
民
の
権
利
を
守
れ
」
な
ど
政

府
を
し
ば
り
、
国
民
を
守
る
も
の
で
す
。

い
わ
ば
、「
強
い
も
の
に
歯
止
め
を
か

け
、
弱
い
も
の
を
守
る
」
も
の
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
日
本
国
憲
法
九
九
条
は

特
に
憲
法
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
　
第
九
九
条
【
憲
法
尊
重
擁
護

　
　
の
義
務
】

　
　
天
皇
又
は
摂
政
及
び
国
務

　
大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官

　
そ
の
他
の
公
務
員
は
、
こ
の

　
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義

　
務
を
負
ふ
。

憲
法
の
基
本
が
変
え
ら
れ
る
？
！

　
自
民
党
や
民
主
党
の
改
憲
案
で
は
、

憲
法
に
「
国
民
の
義
務
」
や
「
国
民
の
規

範
」
を
盛
り
込
み
、
憲
法
を
「
政
府
を
し

ば
る
」
も
の
か
ら
、「
国
民
を
し
ば
る
」
も

の
に
憲
法
の
基
本
的
性
格
を
変
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

あ
ー
せ
ぇ
、
こ
ー
せ
ぇ

ど
な
い
せ
ぇ
、
と
言
う
の
？

Ｑ
５
　
日
本
の
憲
法
は
ど
の

よ
う
に
生
ま
れ
た
の

Ａ
　
平
和
と
人
権
の
世
界
の
流
れ
の
な
か

で
誕
生

　
第
一
次
世
界
大
戦
で
八
五
〇
万
人
、
第

二
次
世
界
大
戦
で
五
千
万
人
の
犠
牲
者
と

い
う
悲
惨
な
体
験
か
ら
、
人
類
は
「
戦
争

は
違
法
」
と
し
て
禁
じ
る
国
連
憲
章
を
定

め
る
に
至
り
、
そ
の
流
れ
の
な
か
で
日
本

国
憲
法
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
日
本

軍
の
侵
略
で
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
二
千
万
人

が
犠
牲
と
な
り
、
日
本
人
も
三
百
十
万
人

が
死
に
ま
し
た
。

　
こ
の
痛
恨
の
経
験
か
ら
、
二
度
と
戦
争

は
し
な
い
こ
と
を
世
界
に
誓
い
、
九
条
に

戦
争
の
放
棄
と
戦
力
を
持
た
な
い
こ
と
を

明
記
し
ま
し
た
。

　
こ
の
憲
法
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
戦
後

六
十
年
間
、
大
き
な
国
の
な
か
で
は
唯

一
、
戦
争
で
他
の
国
の
人
を
殺
し
た
り
、

日
本
人
が
殺
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
平
和

の
も
と
で
経
済
大
国
に
発
展
し
て
き
ま
し

た
。

UHL：http://www.minken-net.com/
　　　kouchikenroen/

4/1 開設以来、2,100 名近くのアクセスが

 高知県労連は高知一般事業部に依頼して念願のホーム
ページを開設しました。県労連の活動だけではなく、県
労連も加入している憲法会議など平和の取り組みも掲載
しています。ぜひご覧になってご意見・ご要望を

パ
ソ
コ
ン
量
販
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
働
く
私
は
、
二
〇
〇
四
年
メ
ー
デ
ー

（
写
真
）
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
週
二
日

し
か
仕
事
に
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
今
年
の
四
月
に
同
じ
部
署
の
同
僚
二

人
が
会
社
を
辞
め
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
増
え
る
勤
務
及
び
私
の
担
当
部
署
で

私
が
一
番
古
株
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

時
給
七
十
円
ア
ッ
プ
を
要
求
し
会
社
本

部
と
交
渉
し
た
結
果
、
一
日
八
時
間
・
週

五
日
に
大
幅
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
時
給
も
二
十
円
ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
会
社
側
は
、
交
渉
で
決
ま
っ
た

内
容
を
現
場
の
高
知
店
に
伝
え
ず
、
そ
れ

ば
か
り
か
私
と
高
知
一
般
労
働
組
合
の
関

係
を
壊
す
こ
と
の
で
き
る
文
書
に
サ
イ
ン

し
ろ
と
い
っ
て
き
た
り
、
私
を
辞
め
さ
せ

る
準
備
を
す
る
か
の
よ
う
に
雇
用
の
期
限

を
付
け
よ
う
と
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
文
書
を
組
合
に
持
ち
帰
り
、
そ
の
文

書
に
抗
議
を
し
て
期
間
の
定
め
以
外
の
部

分
は
撤
回
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

期
間
の
定
め
に
関
し
て
は
今
後
も
会
社
側

と
交
渉
を
し
て
い
き
ま
す
。

　「
た
か
が
バ
イ
ト
」「
一
人
で
は
何
も
で

き
な
い
」
と
思
わ
ず
、
組
合
に
相
談
し
「
職

場
は
変
え
て
い
け
る
」「
労
働
者
は
一
つ
」

の
思
い
を
胸
に
活
動
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

高
知
一
般
　
赤
木
亮
成

　
六
月
二
十
日
、
高
知

県
労
連
、
郵
政
公
社
を

考
え
る
高
知
の
会
が
主
催
す
る
「
郵
政
民

営
化
法
案
の
廃
案
を
求
め
る
昼
休
み
集

会
・
デ
モ
」
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
集
会
に
は
県
労
連

組
合
員
、
民
主
団
体
、
政
党

な
ど
か
ら
百
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
高
橋

県
労
連
委
員
長
は
「
小
泉

首
相
は
『
郵
政
民
営
化
は

改
革
の
本
丸
』
と
強
調
し

て
い
る
が
、
国
民
に
は
な

ぜ
民
営
化
な
の
か
の
説
明

は
何
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
し
、
与
党

の
な
か
で
も
説
明
し
切
れ
て
い
な
い
。
私

た
ち
は
十
四
日
に
県
選
出
の
国
会
議
員
へ

の
要
請
行
動
を
お
こ
な
っ
た
が
、
民
営
化

賛
成
は
公
明
党
の
石
田
さ
ん
だ
け
で
あ
っ

た
。
郵
政
民
営
化
に
反
対
す
る
世
論
と
運

動
を
さ
ら
に
広
げ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
郵
産
労
高
知
支
部
の
筒
井
支
部
長
は

「
民
営
化
で
採
算
の
と
れ
な
い
郵
便
局
は
な

く
な
り
、
全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
が
な
く

な
る
。
身
近
な
郵
便
局
を
守
ろ
う
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

　
連
帯
あ
い
さ
つ
の
春
名
な
お
あ
き
前
衆

議
院
議
員
は
「
世
論
調
査
で
も
反
対
、
慎

重
審
議
が
圧
倒
し
て
い
る
。
民
営
化
に
は

道
理
が
な
い
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

　
こ
の
集
会
に
は
、「
国
民
の
た
め
の
郵
政

公
社
を
推
進
す
る
参
院
議
員
の
会
」
副
会

長
で
自
民
党
の
田
村
公
平
さ
ん
か
ら
祝
電

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
集
会
に
自
民
党
の
国
会
議
員

か
ら
祝
電
が
寄
せ
ら
れ
る
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
あ
り
、
郵
政
民
営
化
反
対
の

た
た
か
い
で
先
頭
を
切
っ
て
い
る
郵

産
労
の
仲
間
も
大
い
に
自
信

講演　
全国革新懇世話人　浦田宣昭さん　　

日時 ７月９日（土）午後１時半～
場所 高知城ホール２Ｆ

○　報告と提案、討論・交流など　

を
深
め
て
い
ま
す
。

　
郵
政
民
営
化
法
案
は
東
京

都
議
選
終
了
後
に
重
大
局
面

を
迎
え
ま
す
。

　
小
泉
首
相
の
「
改
革
の
本

丸
」
を
阻
止
し
、
郵
便
局
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　
小
泉
首
相
は
靖
国
問
題
で

は
内
外
か
ら
批
判
が
集
中
し

て
い
ま
す
。
郵
政
問
題
で
も
頓

挫
す
れ
ば
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
。
い
ま
、
頑
張
り
時
で
す
。


